
ヒマラヤスギ 
まず最初に、ヒマラヤスギという名前が付
いていますが、この樹木はスギ（杉）の仲
間ではなく、マツ（松）の仲間に分類され
ます。そのため、球果（針葉樹類の果実）
はいわゆる松ぼっくり（松かさ）です。 
風が吹いたあとなど、ヒマラヤスギの下に
は「シーダーローズ」と呼ばれるヒマラヤス
ギの松ぼっくりが落ちていることがありま
す。まさに「ローズ」といわれる通り、まる
でバラの花のようです。じつはこの落ちてい
るシーダーローズ、つまりヒマラヤスギの松
ぼっくりは、松ぼっくり全体ではありませ
ん。大きな卵形をした松ぼっくりの先端の
部分なのです。ヒマラヤスギの松ぼっくり
は、熟すと、松ぼっくり全体が落ちるので
はなく、種麟とよばれる大きな鱗のような

しゅりん うろこ

形をしたものが、軸から離れて、一枚いち
まいバラバラになって落ちます。先端の部分
だけバラバラにならずに落ちてきたものが
シーダーローズなのです。 
ヒマラヤスギは１本の木に雌花と雄花が
別々につきます。松ぼっくりは雌花が熟し
たあとにできたものです。

シーダーローズ シーダーローズと、球果に残った軸
じく

枝についている球果

球果は、大きなものでは長さ13cmほど ヒマラヤスギの雄花ヒマラヤスギ


